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概要 
Abstract 

我々歯科医は補綴歯科治療を毎日患者に施しているが，その治療がどの

様な効果を患者に及ぼしているのかは十分認識していない．たとえば，中高

年から要支援・要介護認定に至る時期では，補綴歯科治療の主眼は介護予

防，フレイル予防，認知症予防であり，歯列欠損の修復治療による口腔機能

の維持は多様な食物や栄養素を摂取するという観点から重要な意味がある

だろう．一方，日常生活動作がまだまだ保たれている要支援・要介護高齢者

においては，歯列欠損の修復処置に加えて，機能訓練としての広義の摂食嚥

下リハビリテーションが重要な意味を持つことになる．また，日常生活動作

が低下した要介護高齢者においては，食環境の調整や各種補助栄養の導入，

本人や家族の死生観に対する意思確認が必要な場合が出てくる．このよう

な概念のもと，我々は，要介護高齢者の食支援のあり方について，ミールラ

ウンドに基づく多職種連携カンファレンスを長年実施している（窪木ら．口

腔科学会雑誌，68(4):268-272, 2019；参考）．その経験を含めて発表させ

て頂きたい． 

 

参考：死生学とアドバンスドケアプランニングを取り入れた要介護高齢者

の尊厳を最期まで守る多職種連携口腔栄養関連サービス推進事業 
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